
お問い合わせ：京都教育大学研究協力・附属学校支援課　研究協力・センター機構支援グループ
TEL：075-644-8117　e-mail：careerc@kyokyo-u.ac.jp
※個別（ノートテイクや移動補助等）の支援が必要な場合は、２月４日（火）までに上記までご連絡願います。

教育創生リージョナルセンター機構
教職キャリア高度化センター　発

日　時

令和2年2月22日（土）
　13：30〜15：30（受付13：00）

●プロフィール
現職名　早稲田大学　教育・総合科学学術院　教授
学　歴　筑波大学大学院教育研究科カウンセリング専攻修了
学　位　博士（心理学）
職　歴　15年間公立学校教諭および教育相談員を経験し、岩手大学助教授、　
　　　　都留文科大学・大学院教授を経て現職。
　　　　日本学級経営心理学会理事長、日本教育カウンセリング学会理事長、
　　　　日本カウンセリング学会理事、日本教育心理学会常任理事、
　　　　日本教育カウンセラー協会岩手支部支部長

論理療法、構成的グループ・エンカウンター、ソーシャル・スキル・トレーニング、
教師のリーダーシップと学級経営について研究を続ける。
「教育実践に活かせる研究、研究成果に基づく知見の発信」がモットー。

臨床心理士、学校心理士スーパーバイザー、，日本カウンセリング学会認定スー
パーバイザー

【著書】
「学級崩壊に学ぶ」、「教師のためのソーシャル・スキル」、
「教師力」、「授業スキル―学級集団に応じる授業の構成と展開―」、
「学級経営スーパーバイズ・ガイド　小・中・高校編」、
「特別支援教育を充実させる学級経営」、「変化に直面した教師たち」、
「学級ソーシャルスキル」、「Q-U式学級づくり小低中高・中編」、
「日本の学級集団と学級経営」、「授業づくりのゼロ段階」「教育委員会の挑戦」、
「学級集団づくりのゼロ段階」、「集団の発達を促す学級経営　小・中・高校編」、
「ゆるみを突破！　学級集団づくりエクササイズ　小学校」、
「かたさを突破！　学級集団づくりエクササイズ　中学校」、
「こうすれば学校教育の成果は上がる」、
「組織で支え合う！学級担任のいじめ対策」、
「アクティブラーニングを成功させる学級づくり」、
「アクティブラーニングのゼロ段階―学級集団に応じた学びの深め方―」、
「学校管理職が進める教員組織づくり」、
「学級担任が進める特別支援教育」、
「主体的な学びを促すインクルーシブ型学級づくり」、など河
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講 演 会

京都教育大学藤森キャンパス講堂
場　所

事前申し込み裏面参照

参加費無料

京都教育大学
京都教育大学教育創生リージョナルセンター機構
教職キャリア高度化センター

主　催

テーマ

学級集団の育成と学力向上
講　師

早稲田大学　教育・総合科学学術院 教授

河村　茂雄 先生
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京都教育大学

至正門

陸上競技場

事務局

音楽演奏室

Ｄ
棟

拡大図

1号館B棟

1号館A棟

野球場

藤森キャンパス
講堂

京都市伏見区深草藤森町１番地
・京阪電車「墨染」駅から東へ徒歩約７分
・ＪＲ奈良線「ＪＲ藤森」駅から西へ徒歩約３分

※車での来場はご遠慮願います

講演会：学び続ける教員へのメッセージ

お申込み方法
講演会は、京都府・京都市公立学校関係教職員、京都府以外の教育関係者、本学教職員、本学学部生・大学院生等を対象と
します。

参加ご希望の方は FAXまたは e-mailで2月17日（月）までにお申込みください。
e-mail でお申込みされる場合は件名を「学び続ける教員へのメッセージ（講演会）参加申込」とし、氏名、ふりがな、所属・
役職、連絡先（電話番号または e-mail アドレス）をご記入ください。
ご提供いただきました個人情報は、本講演会の運営以外には使用いたしません。
申込みで、受付完了とさせていただきます。返信はいたしませんのでご了承ください。なお、当日参加も受付けします。

京都教育大学研究協力・附属学校支援課　研究協力・センター機構支援グループ
FAX：075-644-8182　e-mail：careerc@kyokyo-u.ac.jp

申込先

参　加　申　込　書
氏
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会場案内


